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発行：平成 26年 7月 15日 

平成 26年 度 7月  第 1回 学校関係者評価委員会  議事録 

開催日時 平成 26年 7月 2 日（水）18 時 00 分～ 20時 00分 

開催場所 東京工科専門学校品川校 26教室 

 

参加委員 

（★委員長） 

★織戸 幸正・甲斐 俊和・根本 淳一・遠藤 新一 

 佐藤 勝弘（三睦会会長代理 副会長） 

坂内 富士子・金子 秀子・五十嵐 由美子  （欠席者）なし 

参加事務局 竹尾 和也・武井 和則・佐藤 文夫 

会議録 

 

1. 開会挨拶（品川校：校長、委員会：委員長） 

 （事務局）屈託のない意見を頂き、品川校の今後に活かして行きたい。 

 （委員長）本日も学校の為に、屈託のない意見を出して頂きたいと思います。

2. 委員のご紹介（事務局） 

   ・HDJ委員の交代者紹介 

   ・三睦会会長が欠席の為、代理出席の副会長紹介 

   ・26年度品川校教務部長就任の教務部長 

   

   以上 3名の紹介を行った。 

 

会則第 5 条の基づき、出席者が委員総数の過半の出席を満たしているため成立

していることを確認した。 

 

3. 議長選出 

   事務局より委員長の織戸氏を推薦し、全会一致で承認され、以後進行は

議長による。書記は事務局の教務部長が選任された。 

 

4. 職業実践専門課程申請結果報告（事務局） 

 

   12月 20日に東京都に申請を行い、1月 10日に東京都から文部科学省 

の方へ申請が行われた。 

3月 31日に文部科学省より職業実践専門課程に認可されたとの報告があ

った。 

全国約３０００校の専門学校のうち、４７２校（約 16%）が認可された。 

東京では、３６０校中６１校（約 17%）認可との報告。 

 

5. H25年度議事録確認（事務局） 

   H25年度の会議議事録の確認を行った。 

   懸案事項については 2号議案の中で報告 

 

6. 第 1号議案報告（事務局 校長） 

   H25年度版自己点検評価概要・・・・・資料 A（校長） 

   学校評価の目的を基に進めさせて頂いています。 

   24年度懸案事項については、26年度の事業計画にて実施中との報告。 

  

   25年度学校関係者評価を抜粋した、資料 Aについて説明を行った。 

   基準 1～10についての評価点、その理由について説明。 

 

  

  H25年度自己評価についての意見交換会 

企業：インターンシップを国土交通省が認めた詳細について説明をして欲しい。 

事務局：インターンシップは 4年生課程しか認められていなかったが、2年課程
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に於いてもインターンシップが認められ、訓練時間数に入れられる様に

なった。 

 

   基準は認証工場で行い、研修ではなくあくまでもインターンシップであ

る事。また、国土交通省の条項に則ること。 

 

企業：HD 正規ディーラーの 87％が賛成されている。入社までのコミュニケー

ションが取れるので、必要であると考えるディーラーが多いが、13％が

反対している理由については調査出来ていない。 

・インターンシップについての問題点について（事務局） 

   インターンシップに伺うときは、整備士としての資格がまだない。 

   怪我をしてしまった時の補償関係（学校側は統一していますが、企業側

に差が生じているようです） 

   車両を壊してしまった時の保証関係 

   インターンは受け入れ側へのメリットはあると思うが、会社によってイ

ンターンの作業内容に温度差があるので、思うような体験をしてもらえ

るかは企業の検討事項である（企業） 

 

・退学者の内訳についてご説明ください（委員長） 

   ご家庭の事情等や病気による退学が大半を占めている。 

（事務局 校長） 

 

・接客についての教育は出来ないのか（委員長） 

   HDディーラーでは車両の販売や整備の他にも、グッズの販売なども多く

あり、販売員としての接客も要求される。（委員長） 

   FMC、や長野研修また日頃の授業内部にも落とし込んでいます。 

（教務部長） 

 

・親としては、最低限の常識は教えることが出来ても、プロとしての教育は出

来ないので学校に任せるしかない。（保護者） 

   お話の内容は学校としても把握できています。（事務局 教務部長） 

 

H25年度についての屈託のない意見を頂き、拍手にて H25年度承認。 

 

7. 第 2号議案（事務局） 

  H26年度事業計画と取り組み説明・・・・資料 B（事務局 教務部長） 

  H26 年度の事業計画については、学校関係者評価委員の意見を基に改善さ

れた内容の報告、検討されている事項について報告を行った。 

 

H26年度自己評価に向けた意見交換 

インターンシップ実現に向けて頑張って欲しい。（委員長） 

人と話せることを勉強出来ればと思う。（保護者） 

授業、指導についてどの様な運営をしているか。問題点は無いか。（保護者） 

 

 

授業巡回はしており、教員の教授法が適切であるか、学生の授業への取り 

組みや不具合が無いかの確認を行っております。また、クラス運営は省庁 

基準に沿った配置がされ、安全面上、指導上問題も無く、分からない学生 

を作らない体制は出来ていると感じている。今後も授業巡回は継続実施し

管理していく。（事務局 校長） 
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マナーについての教育をして頂きたい。（副会長） 

先日の町内会の祭りへの参加、ありがとうございました。また町会の回覧 

板を見て頂き、参加出来るものはご協力して頂きたい。 

 

承りました。10月の防災訓練には参加させて頂きます。（教務部長） 

 

 

8. 事務局からの連絡事項 

   厚生労働省から職業実践を取得した専門学校に対して、専門実践教育訓 

練の申請が出来る事となり当校も申請を行った。 

結果については、８月上旬より認定可否の報告がされる。 

 

  次回開催日：平成 26年 11月 5日（水） 

  ｛参考｝教育課程編成委員会：平成 26年 11月 8日（水） 

 

以上 

 

  

  

  

  

 

 

 


